








































































































































































































































































































































































181

1997年 以 降：EZM –  プロの た め のミッションタイマ ー
精 巧 な 機 器としての 時 計 

緊 急 時 、時 間 は けっして止まらな い  –  救 急 医 師 は 、EZM 12を 使 用して、救 命
関 連 の 時 間 指 標 を 常 に 把 握 する。

ションタイマ ー の 真 価 が 問 わ れることが 多 い 外 的 条 件 は 、

実 にさまざまで す。そ れ は 、例えば 湿 気 、電 磁 気 、極 端 な 高

温 や 低 温 、激しい 温 度 変 化ということもあり、また 振 動 、衝

突 、衝 撃 、あるい は 海 水 や 消 毒 液といった 反 応しや す い 液

体ということもあります。さらに 、そ れらが 一 時 に 襲 い か か

るということも希 で は ありませ ん 。した がってこれらの 時 計

に は 、そ れ 相 応 の 耐 性 が 求 められます。 

技 術とケースのスペシャリスト

どうやってそこに たどり着くの か？時とともに 弊 社 は 技 術

とケース のス ペ シャリストに 発 展 を 遂 げました 。そ れ は 、

時 計 を い つ も最 高 の 材 料 で 仕 上 げ、コン ポ ー ネントを 備え

付 けるス ペ シャリストで す。この 分 野 で 絶えず 発 展 する企

業 で あるた め に 、弊 社 は 常 に 産 業 および 自 然 科 学 の 中 に

最 新 の 技 術 および 素 材 が な い かと目を 光らせ ています。弊

社ミッションタイマ ー のどこまで も高 い 品 質：そ れ に は 、隅

々にまで 絶えず 注 意 を 向 け、スタンダ ード に 絶 対 に 甘 んじ

な い 頑 固 者とも関 わってい か な け れ ば なりませ ん 。 

EZM 12 –  救 急 医 師 向 けに 開 発 

初 代 EZMが 登 場して以 来 、ミッションタイマ ーというセグメ

ントに は さまざまな 種 類 の そ の 他 の 時 計 が 追 加 されてい

ます。ミッションタイマ ー に は そ れ ぞ れ の 使 用 目 的 に 応じ

た 機 能 を 搭 載しな け れ ば なりませ ん 。そ の た め 、ミッショ

ンタイマ ーとは 職 種 に 応じて異 なるもの で す。とは いえ、

構 造 や 設 計 に は 共 通 の 条 件というもの が あります。そ れ

は 優 れ た 視 認 性と迅 速 な 時 間 認 識 で す。SINNのミッション

タイマ ー に はこの 必 要 最 低 限 の 機 能 が 絞り込まれていま

す。このコンセプトの 代 表 的 存 在とも言えるの が EZM 12で

す。EZM 12の 開 発 目 標 は 、救 急 サ ー ビス に 従 事 する救 急 医

師 に 対して、救 命 に 関 する時 間 指 標 をで きる限りパ ーフェ

クトに 読 み 取ることが で きる計 器 を 文 字 通り手 中 に 収 め

てもらうことでした 。そこに はこのような 背 景 が あります。

事 故 現 場 到 着 直 後 は 、処 置 方 針 に 関 する決 定 を 下し、救 命

措 置 を 実 行します。そ の た め 救 急 医 師 は 、「プラチナ の 10

分 」（ 生 死 の 境 をさまよう患 者 は 、10分 間 のうち に 収 容 、手

当 、搬 送しな け れ ば ならな いということ）、「 黄 金 の １時 間 」

（ 患 者 は 、事 故 後 １時 間 以 内 に 病 院 に 到 着しな け れ ば な

らな い ）ということを 口 にします。この 貴 重 な 時 間 を い つ

で も目で 確 認 で きるように 、EZM 12は 、カウントアップ 内

回 転 ベ ゼ ル を 備えています。これ が あ れ ば 、混 乱 状 況 、スト

レス、判 断 が 難しい 状 況 、悪 天 候 の 中 で 重 要 な 時 間 枠 を 信

頼 の お ける時 計 で 一 目で 確 認 することが で きるの で す。2

つ 目 の カウントダウン 式 回 転 ベ ゼ ル で は 、重 傷 を負った 人

の 救 助 や ケアで 重 要 に なる時 間 間 隔 を 測 定 することが で

きます。これ に は 薬 の 投 与 や 悪 天 候 の た め に 決まった 時

間 内 に 行 わ な け れ ば ならな い ヘリコプター の 離 陸 などが

含まれます。航 空 救 急 をイメージしてEZM12の 秒 針 は 、ヘ

リコプター の ロ ーター の 形 で デ ザインし、さらに 脈 拍 目 盛

りと組 み 合 せました 。した がって15秒ごとの 脈 拍 数 が 簡 単

に 測 定 で きます。
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EZM 3
69頁 

2001年 発 売

プ ロ 仕 様 のダイバ ーズウォッチとして開 発 。

文 字 盤 上 で 、ダイビング に は 重 要 で な い 機 能と文 字 は す べ て赤くし、

目 立 た な いようにしてあります。

EZM 2およびEZM 2B
106– 107頁 

1997年 発 売 (EZM 2B), 1997–2005年 (EZM 2)

連 邦 国 境 警 備グ ル ープ 9（ GSG-9）の 海 上 部 隊 向 け にダイバ ーズウォ

ッチとして開 発 。

ハ イドロ・テクノロジ ー により、水 面 下 、どのような 角 度 からも反 射 に

邪 魔 され ず に 時 計 を 読 むことが 可 能 。究 極 の 曇り防 止 機 能 、潜 水 可

能 な あらゆる深 度 に お ける耐 圧 性 を 備えています。

EZM 1 および  EZM 1. 1
EZM 1:  1997–  2005年 販 売 、特 殊 部 隊 で ある関 税 局 中 央 支 援グ ル ープ

（ ZUZ）向 け に 開 発 。

EZM 1. 1:  2017年 に 限 定 特 別 エ ディションとして発 売

表 示 内 容 を 必 要 最 小 限 に 限 定し、完 璧 に 近 い 視 認 性と時 間 計 測 を 実

現 。60分 積 算 計 の 針 が 中 心 から出 ているの が 大 きな 特 徴 で す。 

EZM 1. 1 S
2 0 2 2 年 に 限 定 特 別 エ ディションとして発 売 

ミッションタイマ ー の 2 5 周 年 を 記 念して開 発 。

表 示 内 容 を 必 要 最 小 限 に 限 定し、完 璧 に 近 い 視 認 性と時 間 計 測 を 実

現 。特 筆 す べ き装 備 上 の 特 徴となっているの が 、中 心 から伸 びる積 算

計 の 針 を 備えた SINNクロノグラフ・ム ーブメント SZ01で す。
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EZM 5
88–89頁 

2005年 発 売

プ ロ 仕 様 のダイバ ーズウォッチとして開 発 。

第 ２ 時 間 帯 表 示（ 24時 間 式 ）は 、潜 水 自 体 に は 重 要 で な い た め 、赤く

して目 立 た な いようにしてあります。

EZM 4
2001– 2005年

消 防 隊と救 助 隊 で の 使 用 を 対 象 に 開 発 。

呼 吸 保 護 具 を 用 い た 作 業 でタイムリミットを 監 視 するた め の 目 盛り、

脈 拍 計 測 用 の 目 盛りを 文 字 盤 に 搭 載 。

EZM 3F
69頁 

2015年 発 売

マグ ネ チック・フィー ルド・プ ロテクションを 備えた パ イロットウォッ

チとして開 発 。

１分 単 位 で の 設 定 、両 方 向 回 転 が 可 能 な カウントダウン 式 パ イロット

ベ ゼ ル を 装 備 。  

耐 圧 性 能 20気 圧 

EZM 6
2008– 2018年

プ ロ 仕 様 のダイバ ーズウォッチとして開 発 。 

本 モ デ ル で 使 用 されているSZ02は 、60分 積 算 計 が インダイヤ ル に 配

置 されているの が 特 徴 で す。フォル ムを 付 け たプッシュボタン は 平ら

で 表 面 が 広く、ねじ込 み 式 で は な い の で 、水 面 下 でダイビンググ ロ

ーブ を 着 用した 状 態 で も、クロノグラフ 機 能 を 確 実 に 作 動 させるこ

とが で きます。
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EZM 8
2010– 2018年

プ ロ 仕 様 のダイバ ーズウォッチとして開 発 。 

文 字 盤 上 で 、ダイビング に は 重 要 で な い 機 能と文 字 は す べ て赤くし、

目 立 た な いようにしてあります。

EZM 9
2013– 2020年

TESTAF（ パ イロットウォッチ の た め の 技 術 基 準 ）に 準 拠した 試 験と

認 証 。

高 強 度 チタン 製 ケースと、外 れる心 配 の な い 特 殊 結 合 パ イロットベ

ゼ ル を 装 備 。

EZM 10
2011– 2019年

プ ロ 仕 様 の パ イロットウォッチとして開 発 。 

積 算 計 機 能 で 、60分 積 算 計 ジャンプ 型 の 針 を 中 心 に 配 置 。世 界

初 、TESTAF（ パ イロットウォッチ の た め の 技 術 基 準 ）に 準 拠して認 証 さ

れ たミッションタイマ ーで す。

EZM 7 

2010– 2022年

ドイツ の 消 防 業 務 基 準  FwDV 7および FwDV 500を 基 に 、消 防 隊・救 助

隊 向 け に 開 発 。特 にミッションリーダ ー や 、呼 吸 保 護 具 を 使 用した 作

業 を 監 視・監 督 するスタッフを 対 象としています。 

回 転 ベ ゼ ル が 色 分 けされており、呼 吸 保 護 具 の 着 用 者 にとって最 も

重 要 な 活 動 時 間 を 素 早く設 定・確 認 で きます。
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EZM 13およびEZM 13.1
68–69頁 

2014–2022年 (EZM 13),2022年発売 (EZM 13.1)

プ ロ 仕 様 のダイバ ーズウォッチとして開 発 。

積 算 計 機 能 で 、60分 積 算 計 をインダイヤ ル に 配 置 。1分 単 位 で 設 定 で

き、外 れる心 配 の な い 特 殊 結 合 のダイバ ー ベ ゼ ル を 装 備 。

EZM 16
2015– 2024年

プ ロ 仕 様 のダイバ ーズウォッチとして開 発 。

文 字 盤 上 の 、潜 水 に は 重 要 で な い 機 能と文 字 は 赤くして、目 立 た な い

ようにしてあります。

EZM 12
70–75頁 

2017年 発 売

航 空 救 急 サ ー ビス 向 け に 開 発 。

カウントアップ 内 回 転 ベ ゼ ル により、「プラチナ の 1 0 分 」と「 黄 金 の １

時 間 」は 一 目で 把 握 で きます。取 外し式 の ベ ルトシステムとベ ゼ ル に

より、クリー ニングと殺 菌 が 簡 単 で す。

EZM 14およびEZM 15
2013–2021年 (EZM 14), 2013–2020年 (EZM 15)

プ ロ 仕 様 のダイバ ーズウォッチとして開 発 。

誤 回 転 を 防 ぎ、外 れる心 配 の な い 、精 巧 で 安 全 な 特 殊 結 合ダイバ ー

ベ ゼ ル を 装 備 。EZM 14は 、水 深  1, 000 m（ 100気 圧 ）まで 、 

EZM 15は 、水 深  2, 000 m（ 200気 圧 ）まで の 耐 圧 性 能 を 備えています。 
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トーネード墜落事故から生還したNaBo 17 ZM
モデル  717のスタイルを 定 める模 範となった 歴 史 的 なコックピットウォッチ

1980年4月16日水曜日は、ドイツの軍事航空史に残る一日です。「トーネード」という名でよく知られているPanavia PA-200（プロトタイ

プ P04）戦闘機が、シュトラウビング郡のガイゼルヘーリング近くで、初めてドイツの地に墜落した歴史的な日。メッサーシュミット・ベル

コウ・ブローム社の2人のテストパイロットは両者とも、この悲劇的な事故で命を落としました。

1970年 代 の Helmut Sinnの 広 告 。中 央 は NaBo 17 ZMの 画 像 。広 告 から分 かるよ
うに 、この 時 計メーカ ー は 当 時 からすで に 、数 多くの 民 間 および 軍 用 航 空 機
にクロノグラフを 供 給していました 。 

トー ネ ード に は 、SINNのコックピットウォッチ、NaBo 17 ZMが 2つ 装 備 されていました 。1つ は パ イロット用 、もう1つ は 兵 器 システム 担 当 官 用 で す。

トー ネ ードに 搭 載されてい た Sinnの NaBo 17 ZM

この 2 人 乗りの マ ル チ ロ ー ル 機 、トー ネ ード は 当 時 、ドイ

ツ 軍 、英 国 軍 、イタリア軍 、サウジアラビア軍 で 戦 闘 爆 撃

機 、迎 撃 機 、偵 察 機として配 備 されていました 。初 飛 行 は

1974年 8 月14日に マン ヒング で 行 わ れ 、1979年 から1998

年 に か けて992機 が 量 産 されました 。ドイツ 連 邦 軍 は 、

この 信 頼 性 の 高 い マ ル チ ロ ー ル 機 の 最 終 的 な 引 退日を

まだ 発 表しておらず、そ のうち 8 5 機 は 現 在 で も配 備 さ

れています。ここで の 特 筆 事 項 は 、この 可 変 翼 の 双 発 ジ

ェット機 に は 、2 つ の ナビ ゲ ーション・コックピットウォッ

チ、NaBo 17 ZMが 装 備 されてたことで す。1 つ は パ イロッ

ト用 、もう1 つ は 兵 器 システム 担 当 官 用 で す。 これらの 時

計 は 、フランクフルトの 時 計メーカ ー、SINNによって供 給

されました 。このタイプ のコックピットウォッチ は 現 在 で

もドイツ 連 邦 軍 のトー ネ ードで 使 用 されています。SINN

の モ デ ル  NaBo 17は 、スターファイター F-104、ブレ ゲ ー・

アトランティック（ 海 軍 の 海 上 哨 戒 機 ）、あるい は ベ ルコ

ウの Bo 105といったドイツ 連 邦 軍 の ヘリコプターで も使

用 されました 。
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トーネード墜落事故から生還したNaBo 17 ZM
モデル  717のスタイルを 定 める模 範となった 歴 史 的 なコックピットウォッチ

1977年 の NaBo 17 ZMの 製 図 。

この NaBo 17 ZMは 、1980年 4月16日のトー ネ ード 墜 落 事 故 を 無 傷 で 生 き延 びました 。

中 央 積 算 計（ Z M ）を 備えたコックピットウォッチ

連 邦 防 衛 技 術 調 達 局（BWB）が ヘッセン 州 生まれ の NaBo 

17 ZMを 選 択した の に は 、まったくもって実 用 的 な 理 由 が

ありました 。パ イロットと兵 器 システム 担 当 官 に 任 務 関 連

の 重 要 なメリットをもたらす 中 央 積 算 計（ Z M ）を 装 備した

コックピットクロノグラフを 提 供 するの は 唯 一 、フランクフ

ルトに 拠 点 を 置くこの 企 業 だ けした 。この 複 雑 機 構 の お か

げ で 、乗 組 員 は 飛 行 中 に 計 測 時 間 を 直 感 的 に 、そしてそ れ

に 伴 い 、より速く読 み 取ることが で きました 。またこの 時 計

は 全 体として、機 能 、外 観 、視 認 性という点 で 、配 備 目 的 の

実 用 的 な 要 件 に 一 貫して適していました 。そ の 他 の 特 別 な

機 能・特 徴 に は 、ケース の 下 端 に あるスタート・リセット用

の 2 つ の ボタンと、クロノグラフ の 中 央 に ある秒・分 単 位 の

積 算 計 の オレンジ 色 の 針 が 挙 げられます。

フォルカート・ロートヴァイラー 中 佐 による調 査

ここで 、フォル カ ート・ロ ートヴァイラー 退 役 中 佐 が 登 場し

ます。彼 は 、1960年 代 から1970年 代 に か けてロッキ ード の

F - 1 0 4 マ ル チ ロ ー ル 機 、別 名「スターファイター 」の パ イロ

ットでした 。この 飛 行 機 は 合 計 269回という信じが た い 回

数 の 墜 落 事 故 を 起こし、116人 の パ イロットが 死 亡しまし

た が 、これ によりドイツ 連 邦 軍 は 飛 行 安 全 性という問 題 に

もっと集 中 的 に 注 目 するように なりました 。確 か な 根 拠 に

基 づく教 練 を 積 み 、高 い 航 空 技 能と特 にスターファイター

で の 長 年 の 経 験 を 擁 するフォル カ ート・ロ ートヴァイラー

中 佐 は そ れ に 応じた 継 続 訓 練 に 特 派 されました  (とりわ

け 米 国 にて) 。そ の 結 果 、彼 は 1980年 に 航 空 安 全 担 当 司 令

官として、 1980年 4月16日のトー ネ ード 墜 落 事 故 に 関 する

3 か 国 調 査 委 員 会 の 委 員 長 に 任 命 されます。そして綿 密 な

調 査 中 に 、驚くべ きことを 発 見しました 。パ イロットが 装 着

してい た NaBo 17 ZMは激しい衝突に耐え、大 きな 損 傷 をこ

うむることなく、実 際 にまだ 完 全 に 機 能していました 。
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歴 史 に 名 を 残 す NaBoへ の 称 賛と高 い 評 価 

そ れ から長 い 時 を 経 て、84歳となったフォル カ ート・ロ ー

トヴァイラー 退 役 中 佐 は 彼 の 書 類 を 整 理しな がら、この 不

死 身 の NaBo 17 ZMに 突 き当りました 。この 歴 史 的 な 時 計

をどうしようか？彼 の 家 族 は 航 空 に は 興 味 が ありませ んで

した 。しかしな がら、この 並 外 れ た 時 計 を 非 常 に 称 賛し、

高く評 価してい たフォル カ ート・ロ ートヴァイラー 退 役 中

佐 は 、これ を 然るべ きところに 委 ねようとしました 。そして

彼 は 、SINNに 連 絡 するの が 妥 当 で あろうと考えます。そこ

で 、SINNの オーナーで あるロ ーター・シュミットに 、信じら

れ な いようなストーリー を 手 紙 で 差し出しました 。このよ

うにして、無 傷 の NaBo 17 ZMは 、退 役 中 佐 が 所 有してい た

他 の 物 品 ― ― 彼 の 制 服 、模 型 飛 行 機 、アルゴ イ地 方 のメ

ミンゲン からサ ル デ ー ニャ島 の デ シ モ マンヌまで に い た

る部 隊 の「 サ ー キット」の 航 行 記 など ( 飛 行 時 間 は 1 時 間

半 ) ― ―とともに 、フランクフルト・アム・マイン へと向 かう

ことに なります。

TESTAFからDIN 8330へ  -   パ イロットウォッチ の 専 門 技 能

SINNの 歴 史 に 通じている人 なら、弊 社 が すで に 1960年 代 に 名 を 馳 せ てい た の は 、パ イロット用 の 腕 時 計と民 間 およ

び 軍 用 航 空 用 のコックピットウォッチ を 通してのことだったとご 存 知 のことでしょう。そ の 専 門 技 能 は 、特 に パ イロッ

トウォッチ に 関しては 、今日に い たるまで 、社 史 を 赤 い 糸 のように 貫 いています。私 たち の 目 標 は 常 に 、伝 統 的 な パ イ

ロットクロノグラフ の 開 発と並 んで 、「 パ イロットウォッチ 」というコンセプト、そしてそ れ に 関 連 する機 能 要 件 をより

明 確 に 定 義 することでした 。

この 目 標 は 、弊 社 の イニ シアティブ によるTESTAF（ パ イロットウォッチ の た め の 技 術 基 準  -  アー ヘン 応 用 科 学 大 学

宇 宙 航 空 技 術 学 部 が 開 発 ）にした がって初 め て認 定 され た 時 計 を 発 表した 2012年 に なって達 成 されました 。そして

2016年 に 転 機 が 訪 れます。ドイツ 規 格 協 会（ DIN）は 数 十 年 ぶりに 、TESTAFに 基 づ いて、新しいドイツ の 時 計 規 格 を

発 表しました 。DIN 8330 「 時 間 測 定 装 置  –  パ イロットウォッチ 」で す。DIN 8330の 開 発 の 基 本 的 な 目 標 は 、航 空 機 で

時 間 測 定 に 規 定 されている計 器 を、緊 急 時 に 完 全 に 肩 代 わりで きるDINパ イロットウォッチ を 定 義 することでした 。

これ は 、コックピットウォッチ の 故 障 は 、飛 行 に お ける操 縦 上 の 制 限と甚 大 な 経 済 的 損 害 をもたらす 可 能 性 が ある

ということが 背 景となっています。DIN 8330は ― ― DIN 8306ダイバ ーズウォッチと並 行 する形 で ― ― そうした 意 味 に

お いて、機 能レ ベ ル が 高く、安 全 で 、信 頼 性 あるパ イロットウォッチ の た め の 要 件と検 査 基 準 を 規 定しています。さら

に 、DIN 8330は TESTAFに 対して、認 証 対 象 の 時 計 の 範 囲 を 拡 張し、とりわ け 視 認 性 、振 動 耐 性 、ならび に 航 空 環 境 で

典 型 的 に みられる液 体 へ の 耐 性という点 で の 検 査 基 準 を 厳 格 化しました 。

パ イロット、後 にドイツ 空 軍 および 航 空 産 業 の 飛 行 安 全 担 当 官となったフォル カ ート・ロ ートヴァイラー 退 役 中 佐 の 当 時 の 制 服 。ロ ーター・シュミットは 彼 か
らNaBo 17 ZMの 驚くべ き歴 史 に つ いて知らされました 。このようにして、この 時 計 は 、同 退 役 中 佐 の 他 の 物 品とともに SINN の 所 有となりました 。  
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モデル  7 1 7 のプロトタイプ

717モ デ ル のスタイル 様 式 を 定 義 する模 範としての 役 割 を 果 たした NaBo 17 ZMは SINNの 近 年 の 歴 史 に お いても特 別 な

意 味 を 持ちます。この 手 首 にまとうコックピットクロノグラフ は 、SINNというブランド がまさに自らの ル ーツとつ な がって

いることを 如 実 に 体 現しています。モ デ ル  7 1 7 で も、ストップウォッチ は 中 央 から伸 びるオレンジ 色 の 大 きな 針という形

状 で 搭 載 されています。この 時 計 に は 、そ の 性 能 は 証 明 済 み の SINNクロノグラフ・ム ーブメントSZ01が 採 用 されており、

ケース に は 、時 計 の 外 側 からス ム ーズ に 操 作 で きるインナー パ イロットベ ゼ ル を 装 備 。暗 闇 で もはっきりと読 み 取ること

が で きる文 字 盤 は 歴 史 的 な モ デ ル をイメージしています。劣 悪 な 環 境 で の 読 み 取り易 さも追 求し、サファイアガラス 製 風

防 の 両 面 に 無 反 射コ ー ティング を 施しています。 

i F デ ザイン 賞とドイツ・デ ザイン 賞

2022年 、モ デ ル  717は 2 つ の 権 威 ある賞 を 受 賞しました 。格 式 高 い i F デ ザイン

賞 は 、SINNの 時 計 が 初 め て表 彰 の 栄 誉 に 授 かった 賞 で す。優 れ た デ ザイン に

与えられるi F デ ザイン 賞 は 1954年 以 来 、国 際 的 に 認 められ たトレ ード マ ーク

となっています。この 賞 は 、世 界 で 最 も長 い 歴 史 を 持 つ 独 立した デ ザイン 機

関 で あるiF International Forum Design GmbHによって授 与 されます。そして7 1 7

は 、「 エクセレント・プ ロダクト・デ ザイン」部 門 でドイツ・デ ザイン 賞 を 受 賞し

ました 。審 査 委 員 会 は そ の 理 由 を 次 のように 述 べ ています。「 7 1 7コックピッ

ト・リストウォッチ は 、歴 史 的 な NaBo 17 ZMナビ ゲ ーション・コックピットウォ

ッチ の 機 能と、ス ポ ー ティー な 腕 時 計 の 快 適 な 着 け 心 地 を 兼 ね 備えている。

深 み の あるブラックの ケースとそ れ に マッチ するス ポ ーツストラップ を 有 す

る7 1 7 は 、時 代 を 超える気 品と類 稀 な 高 級 感 を 漂 わ せ ている」

「 過 去と未 来 を 極 め てスタイリッシュに つ な ぎあ わ せ 、SINNのブランド DNA

をディテ ー ル に い たるまで 完 璧 に 体 現した 、こよなく魅 力 的 で 高 級 な 時 計 」

NaBo 17 ZMのフォル ムと機 能 性 をイメージした モ デ ル  717。

2022年 に「 iFデ ザイン 賞 」と「ドイツ・デ ザイン
賞 」を 受 賞した 、手 首 にまとうコックピットクロ

ノグラフ。



190

品質は成功の鍵 – SINNではこのコンセプトにしたがって時計職人研修が行われます。その目的は、最新のテクノロジーと伝統的な時計製造

職人の匠の技を組み合わせることです。幣社は、平均を上回り、マイスターレベルにさえ達している研修水準でも知られています。その最良の

例が、研修の場を提供するドイツの事業体では他に類を見ない「大型時計プロジェクト」です。このプロジェクトでは、研修マネージャーのイェ

シカ・シュミットと研修指導員のヘルマン=ヨーゼフ・ミュラーの専門的な指導のもと、研修生自身がムーブメントからケース、針から振り子軸

にいたるまであらゆる段階の制作を専門レベルで実施しました。これはSINNの研修史上初めてのことです。そこでは問題解決能力、創造性、

そして多くの創意工夫が求められました。

マイスターレベルの時計職人研修
SINNの 研 修 生 が 自 己イニシアティブ のもと大 型 振り子 時 計 を 制 作

モチベーションを高める、目標を絞った職業訓練

実際のところ、どうすれば研修の内容が通常の基準を超えるのでしょう？時計製造におけるどの練習対象を実践に活用するのが一番なの

でしょう？ヘルマン=ヨーゼフ・ミュラーは、こうした問いに長い間取り組んできました。  

オーナーのローター・シュミットとのやりとりの中で、この計画には大型の振り子掛時計が理想的であることが明らかになりました。ここで

注目すべき点は、時計職人の訓練は純粋な金属加工から始まるということです。ヤスリがけ、フライス加工、研削、旋削は、職人技の基礎と

なる最初のスキルです。 

 

これには大型の時計が最適です。小型時計を扱っての仕事は、研修のもっと後の部分で行われます。ヘルマン=ヨーゼフ・ミュラーは次のよ

うな利点も認識していました。「研修生がこうしたスキルを実践する際は通常、加工後には実際に使用されないワークピースやモデルを用い

ます。しかしながら加工した部品が、研修生自身が作った時計に使われれば、そうした活動には新たな意義が生まれます。そしてモチベーシ

ョンも違います。どちらも訓練全体を通して研修生を引っ張ります」

完全に組み立てられたムーブメント。 ホイールブランク用の黄銅板をのこぎりで切り出します。
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マイスターレベルの時計職人研修
SINNの 研 修 生 が 自 己イニシアティブ のもと大 型 振り子 時 計 を 制 作

思いも寄らぬ課題を伴うプロジェクト 

ケーブル、グラハムエスケープメント、カウンターロックは、他の特別な要素と並んで、ヘルマン=ヨーゼフ・ミュラーが大型時計を考慮して

思い描いた主要コンポーネントでした。決定が下されるやいなや、2021年の夏から始まった準備と計画の期間中に最初のチャレンジが浮

上しました。プロジェクト全体を通して、参加者全員が通常とは異なる方法を取らなくてはいけないような事態が何度も起こりました。独自

の設計用のひな型を見つけるのが予想よりも難しいことが判明したのです。結局、ある同僚の古いレギュレーターが検討した基準を満たし

ました。しかし、研修生がそれを基にして時計を専門的に製造できるような技術的な図面や設計図は存在しませんでした。では、どうすれば

いいでしょうか？ヘルマン=ヨーゼフ・ミュラーは時計を個々の部品に分解し、すべて写真で記録しました。彼はノギスやその他の測定ツー

ルで「武装」して、ムーブメントからあらゆる重要な寸法を取得し、100を超えるムーブメント部品を技術図面に記録するよう自社の開発部

門の従業員に依頼しました。

グラハムエスケープメントは、輪列が尚早かつ制御
されずに動作することを防ぎます。

カウンターロックは巻き上げ機構の一部で、巻き上
げプロセス中に輪列に動力を供給し、エスケープメ
ントが損傷を受けないようにします。

滑車は、重りの「落下高さ」が同じ状態において動作時間を延長する役割を果たします。
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機械の購入

実施段階は2022年の研修年度から始まりました。しかし、参加者の意気込みには最初から

ブレーキがかかりました。機械が手元に無く、それを手に入れるのが難しかったのです。「も

うほとんど使用されていない特殊な歯車切削機が必要でした。辛抱強くスイスで長い間探

した結果、幸運なことに、文字通り最後の一台を入手できました。すでにかなり古くなってい

ましたが、まだまだ機能していました。さらに、もう一台の時計製作用旋盤と精密ベンチドリ

ルを購入しなくてはいけませんでした。ローター・シュミットは、プロジェクトの意義にした

がって、長くためらうことなく投資を承認しました」。しかし、この歯車切削機には、歯車や駆

動装置を作製するためのアクセサリーが欠けていました。チームは迂回しつつも、それに

対応する設計図を手に入れました。不足していた部品は、これらの設計図に基づいてSINN

の工房で迅速に製造しました。

創造的な解決策を模索 

ひな型探し、入手困難な機械、投資コストなど、次から次へと課題

が現れました。「一つには、私たちには大型時計の組み立てに関す

る実践的な経験がほとんどありませんでした。そのため、ノウハウを

習得する必要がありました。つまり、実践しながら学ぶ、ということ

です。例えば、最初は何度も部品を作らなくてはならなかったので、

実際のところ、いわば授業料を払っていました。その一方で、思いも

寄らぬ問題が次々と発生し、即興の才能が求められました。それで

も士気喪失する者は誰もいなかったので、とても満足しています」

とヘルマン=ヨーゼフ・ミュラーは説明します。こうしたことはすべて、

さまざまな「現場」で生じました。たとえば、歯車や駆動装置を製作

するための歯車切削機の取り扱いなど。炭素鋼製の振り子軸を接

合する際には、独自の製造技術の開発が必要でした。 

ムーブメント内で動力を伝達する歯車。研修生自らが製作。

モジュール旋盤を使用して、ホイール状のブランク
材で歯車の歯を製作。

ムーブメントの歯車を作るための歯車切削機。
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あるいは、歯車切削機の割出盤に歯数52のピッチ円がないことが

わかたとき。その解決策として、時計製作用旋盤での使用を可能

にするために、アクセサリーを備えた適切な割出盤の設計と製造

を研修生が行いました。ツメ石（アンクル爪）の製作においても、ま

ずは知識を習得し、創意工夫することが必要でした。ここでは研修

マネージャーのイェシカ・シュミットがツメ石を正しく切断するた

めの角度ゲージをまず設計し、続いて製作しました。輪列の噛み合

わせを設定するときには、別の困難が発生しました。設定に欠かせ

ない噛み合わせ用の調整工具をインターネットオークションで急

いで調達する必要がありました。これは、歯車と駆動装置が正しい

距離でかみ合っていて、不必要な摩擦が発生しないように歯車の

位置を決定するために使用されました。通常の調整工具と同じくこ

のツールにも、プレートまでの正確な距離を伝えるための先端部

が付いています。

ケースセミナー

技術的な課題の解決と並行して、ケースの外観と構造にまつわる

問題も取り上げられました。最初のステップでは、ヘルマン=ヨーゼ

フ・ミュラーが下絵を描き、これがCADで作図されました。この図面

に基づいて、木工職人がオーク材、クルミ材、サクラ材でキットを作

りました。その後、木工マイスターのフランク・ライポルト氏、研修講

師のイェシカ・シュミット、研修講師のヘルマン=ヨーゼフ・ミュラー

と研修生がセミナーに集まりました。そこでは表面処理、研削、注油

に重点を置きました。研修生はこうして「副業として」木工の短期コ

ースを受けることになりました。参加者はまた、ケースの組み立て

や、フロントガラスを扉の木製の縁に接着するための特別な保持フ

レームの製造に関する専門知識を一緒に習得しました。

ケース部品を加工する研修生のヨハネス・ベーンケンドルフ氏。

ツメ石を精密に加工するための補助具（角度ゲージ）。
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100パーセントの垂直統合

こうした製造の基本条件からは、研修生が制作する時計はどれもが唯一の品で、針や文字

盤などのディテールが一様でないことが推測できます。これは、彼らに独自に設計する自由

があったが故のことです。「実際、私たちは独自の研修用工房で100パーセントの垂直統合

を達成しています。そして、はっきりと言っておかなくてはならないことですが、厳しい要件

の作業を伴うこうしたプロジェクトは、マイスターレベルで実行されています。私たちが行っ

ている時計の製造は、時計製造技工の研修計画の枠組みをはるかに超えるものです。確か

に、駆け出しの時計師たちはマイスタースクールで大型時計も扱っています。ただし、輪列

は提供されます。しかしながら、ここの研修生はそれを完全に自分たちで製作します。私た

ちは最初からすべてを自己イニシアティブで実践しました。そこで習得したスキルならびに

求められた問題解決能力は、職人試験およびマイスター試験の準備として理想的です。そ

ういった意味で、ここの研修生たちには、このようなことを行わない他の事業所と比べてア

ドバンテージがあります。私たちの研修生が平均以上の成績を達成することが多いという

事実は、研修全体の質がいかに高いかを示しています」とヘルマン=ヨーゼフ・ミュラーは

誇りを持って説明します。

時計製造の職人技の保存

こうしたことが可能なのは、SINNが「伝統的な工芸技術、特に時計製造の職人技の活用と保存を促進する」ことを企業目標の一つにしてい

るからです。「大型時計プロジェクト」は企業理念に完全にマッチしています。また、時計製造の職人技がユネスコの無形文化遺産に指定さ

れているということとも整合しています。そうした意味で、このプロジェクトは手工芸全体の将来への投資でもあります。それと同時に、教育

を受けた専門家という点に関して、企業の存続に具体的に貢献しています。たとえそれが企業の付加価値に直接貢献しない場合でも、研

修生が最初の2年間はプロジェクトに全面的に参加するということにも企業にとっての意義が反映されています。それだけの価値があると

いうことです！

ここでは、振り子の偏差を表示する振り子スケール
の姿がよく見えます。大型の振り子時計が正確に動
作するためには、振幅範囲が均一であることが必
要です。スケールが示す振幅範囲は、両方向で同じ
であることが理想的です。

この大型時計の文字盤にはニッケルシルバーが用いられています。インデックスは黄銅製です。最初にヤスリがけされ、続いて金メッキが施されました。針はスチー
ル製で、別のステップで青く着色されます。文字盤のデザインは研修生が自ら設計、実装しました。
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今後も絶え間なく発展

これは、次の段階に向けても典型的なSINNのストーリーです。イェシカ・シュミットは14年前、SINNで時計職人としての訓練を開始し、マイス

ター試験に無事合格しました。ヘルマン=ヨーゼフ・ミュラーは、この職業における彼女の才能を早くから認識し、研修過程全体を通して彼

女をサポートしました。そうして最善の意味で、SINNの研修マネージメントの世代交代が成し遂げられました。シュミットは今、研修時代を

懐かしく振り返ります。「古い時計を修理したりリフレッシュしたりすると、思いがけない喜びが得られます。しかし、自分で時計を設計し、組

み立てることは、見習い時代に強く望んでいたことでした」。今年は現行の第3研修年度の初のSINNの大型時計が完成しましたが、その構

造は継続的に改善されています。2台目の大型時計のガンギ車ブリッジはすでに、振り子に動力を伝達する際にプレートの切り欠きからエ

スケープメントを観察できるように、研修生によって再設計されました。「時計職人であるということは、好奇心を持ち続け、新しい道を歩み、

考え方を改められる、ということを意味します。大型時計の製作に際して、私たちは“読めない”ことをたくさん学びます。最終的に、参加者全

員が機構を全体として理解するための基礎を築きます」とイェシカ・シュミットは前向きにまとめます。

大型振り子時計とその特徴

•	 高さ80cm、幅25cm、奥行き14cm

•	� ルーズローラー付きケーブルレギュレーター、ボールベア
リング搭載

•	� 巻き上げプロセス中に継続的に動力を伝達するためのカ
ウンターロック

•	 グラハムエスケープメント

•	� 膨張率が極めて低いカーボン振り子軸と微調整用の調整
テーブル

•	� ペルラージュ仕上げのプレート（外側と内側）

•	 ポリッシュ仕上げの青く着色したねじ

•	 ポリッシュ仕上げの反り加工を施した針

•	� クルミ材、オーク材、サクラ材の無垢材製ケース、側面にガ
ラスを装着

•	� 自ら制作した金メッキのアプライドインデックスを装備し
た、ニッケルシルバー製文字盤

誇らしげにナンバー001の大型時計を披露するベン・モロフ氏。彼は、このよう
なあらゆる技術的ディテールとハイレベルな精巧さを備えた時計を自分で製作
したSINN初の研修生です。

世代交代 − イェシカ・シュミットはヘルマン=ヨーゼフ・ミュラーから研修のマ
ネージメントを引き継ぎました。
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時 計 用 保 証
当 社 、Sinn Spezialuhren GmbH,  Wilhelm- Fay- Straße 21,  65936 Frankfurt am Mainは 、法 定 保 証 に 加え、

素 材 および 製 造 上 の 欠 陥 に 対 するメーカ ー 保 証 を 提 供します。 

保 証 期 間 は 、製 品 ペ ージ の 記 載 に 応じて2年 、3年また は 5年となります。

保 証 期 間 の 起 算日は 請 求 書 の日付となります。

当 社 の 保 証 は 全 世 界 で 適 用 されます。

保 証 請 求 が 発 生した 場 合 、時 計 は お 客 様 に 対 する追 加 費 用 なしで 修 理 されます。

損 害 が 以 下 に 起 因 する場 合 、保 証 請 求 の 対 象 から除 外 されます。

– 	� 不 適 切 な 使 用

– 	� 当 社また は 当 社 の 認 定 パ ートナー 以 外 によって修 理 が 行 わ れ たまた は 試 行 され た 場 合 認 定 パ ー

トナー の 一 覧 は 当 社ウェブ サイト( www. sinn. de) のメニュー「 販 売 店 」を 参 照してくだ さい 。

– 	� 摩 耗 、特 に ベ ルト

– 	� 打 撃 、衝 撃 、落 下 など 

ご 購 入日より24か 月経 過 後 、防 水 時 計 の 耐 水 性 が 失 わ れ た 場 合 も保 証 の 対 象 から除 外 されます。

保 証 請 求 の 対 象となりうる状 況 に お 気 づ きに なり次 第 、当 社 ( Sinn Spezialuhren GmbH)まで お 電 話

( +49 ( 0) 69 /  97 84 14- 400)また はメー ル ( kundendienst@ sinn. de) にて直ち にご 連 絡 い た だ き、損 害

の 拡 大 を 回 避してくだ さい 。保 証 請 求 に は 、時 計 本 体 の ほ か 、購 入 記 録（ 請 求 書 ）、損 害 の 詳 細 な 記

述 が 必 要となります。 

保 証 請 求 に 関 する発 送 および 返 送 に か かる費 用 は 当 社 が 負 担し、配 送リスクは 、配 送 は 当 社 指 定 の

配 送 会 社 によって行 わ れ 、時 計 が 適 切 に 梱 包 されていることを 前 提 に 、当 社 が 責 任 を負 います。詳

細 は 、当 社まで お 電 話 ( +49 ( 0) 69 /  97 84 14- 400)また はメー ル ( kundendienst@ sinn. de) で お 問 い 合

わ せくだ さい 。上 記 の 条 件 に 該 当しな い 場 合 、送 料 ならび に 配 送リスクは お 客 様 の 責 任となります。

時 計 の 返 送 時 に 受 取 国 で 発 生 する関 税 、輸 入 税 、そ の 他 手 数 料 に か かる費 用 は 、受 取 人 の 負 担とな

ります。

この 保 証 は 欠 陥 が 生じた 場 合 、既 存 の 法 定 権 利 に 加えてお 客 様 に 提 供 されるもの で す。そ れらの 権

利 がこの 保 証 によって制 限 されることは なく、請 求 権 の 行 使 は 無 償 で す。










